




















昭和 54 年 3 月 19 日










BaTi0 3 , PbTi03 は常温で強誘電体であり，この強誘電性の原因が02p-Ti3d電子軌道の重なりによ






















Ti2P XPS スペクトルに現われるケミカルシフトの原因は，主として 2 価カチオンの分極効果による
ものであることを明らかにした。 Ti2P XPS ピークより約13eV高結合エネルギー側に緩和現象とし
てのシエイクアップサテライトが観察された。このサテライトピークは02P→ Ti3d (2eg → 3eg) の















らかにした。研究の内容は次の 3 つに大別される。第 1 に正確な組成を決定するためけい光X線分析





相結品種の分離分析に成功した。例えばBaTi0 3 において BaO過剰領域で、 X線回折法でも分析できず
推定の域を出なかった Ba 2 Ti0 4 相の存在を明らかにし ， Ti0 2 過剰領域では 2 価カチオンの欠陥濃度
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の精密な決定を行うことが出来たO
第 3 に化学量論的組成を有する酸化物についてX 線励起にもとづく内殻電子および価電子のイオン
化反応を解析し化合物間のイオン化エネルギーの差異，価電子帯スペクトル中の結合および非結合酸
素にもとづくバンドの分裂幅の変化からこれらのペロプスカイト型化合物中のチタンの有効電荷の決
定，禁止帯幅の定量的評価等を試みた。
以上にのべたように村田君は非常に独創的な化学分析の方法を開拓してペロプスカイト型のチタン
複酸化物の化学構造およびその性質について新しい知見を得ている。したがって村田充弘君の論文は
理学博士の学位論文として十分な内容をもつものと認める。
- 80-
